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Ⅰ 経営安定対策  
 
１ 指定野菜価格安定対策事業に関する業務  
（１）交付予約及び資金の造成  

ア 交付予約数量  
（ア）交付予約数量総量  

令和６年度事業における交付予約数量は、前年度と比較すると、６の種別・

対象出荷期間において 1766 トン増加したものの、69 の種別・対象出荷期間に

おいて９万 7557 トン減少したことから、全体では９万 5791 トン減少して 245

万 9981 トンとなった。  

指定野菜別の予約数量を見ると、たまねぎが 50 万 8463 トン（全予約数量に

占める割合 20.7％）で最も多く、次いで、キャベツ 45 万 9159 トン（同 18.7％）、

レタス 23 万 2788 トン（同 9.5％）、にんじん 22 万 1151 トン（同 9.0％）、トマ

ト 18 万 8339 トン（同 7.7％）となり、この５品目で 65.4％を占めた。 

 

（イ）種別及び対象出荷期間別の交付予約数量  
種別及び対象出荷期間別の交付予約数量を見ると、たまねぎ（即売）（８～12

月）が 23 万 6416 トン（全予約数量に占める割合 9.6％）で最も多く、次いで、

夏秋キャベツ（７～10 月）22 万 2128 トン（同 9.0％）、たまねぎ（即売）（１

～４月）15 万 4461 トン（同 6.3％）等となった（図 12）。 

また、前年度と比較して増加した種別・対象出荷期間は、冬春トマト（１～

２月）２万 7048 トン（前年度比 3.8％増）、冬春トマト（11/21～12 月）１万

9143 トン（同 1.5％増）、秋冬はくさい（11～12 月）３万 3242 トン（同 1.3％

増）、ばれいしょ（７～９月）7016 トン（同 0.5％増）、秋にんじん（８～10 月）

７万 1970 トン（同 0.03％増）等で、減少した種別・対象出荷期間は、たまね

ぎ（貯蔵）（１～３月）476 トン（前年度比 57.0％減）、たまねぎ（貯蔵）（11～

12 月）995 トン（同 20.0％減）、秋冬だいこん（１～３月）６万 1683 トン（同

19.6％減）、たまねぎ（７～10 月）３万 6817 トン（同 18.0％減）、秋冬はくさ

い（10 月）3353 トン（同 13.4％減）等となった。 

 

（ウ）登録出荷団体別の交付予約数量 

登録出荷団体別に交付予約数量を見ると、ホクレンが 52 万 1615 トン（全予

約数量に占める割合 21.2％）で最も多く、次いで、全農長野県本部が 24 万 5020

トン（同 10.0％）、全農群馬県本部が 24 万 2835 トン（同 9.9％）、全農千葉県

本部が 20 万 2293 トン（同 8.2％）、愛知県経済連が 12 万 4608 トン（同 5.1％）

の順となり、この５団体で全体の交付予約数量の 54.3％を占めた。 

また、前年度からの伸び率は、島根県農協が対前年度比 46.0％増（対前年度

520 トン増加の 1650 トン）で最も高く、次いで、全農群馬県本部が同 2.3%増

（対前年度 5535 トン増加の 24 万 2835 トン）、全農茨城県本部が同 1.5％増（対
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前年度 1253 トン増加の８万 7098 トン）、北海道青果商業協同組合が同 1.4％増

（対前年度 975 トン増加の６万 8826 トン）、全農福島県本部が同 0.4％増（対

前年度 127 トン増加の２万 8389 トン）となった。 

 

イ 資金造成額 

（ア）資金造成額総額 

ａ 令和６年度事業における資金造成額（資金造成単価×交付予約数量）は 1044

億 6290 万円で、前年度に比べ 48 億 2098 万円（4.4％）減少した。この資金造

成額に過去の交付状況に鑑みて設定された一定の負担率を乗じた負担軽減後

事業資金造成総額は 914 億 9812 万円で、前年度に比べ 42 億 6131 万円（4.5％）

減少した。 

ｂ このように、道府県の補助及び登録出荷団体等の負担金に負担率を乗じて算

出した額により資金造成する軽減措置は、平成 23 年度事業の８月申込み分か

ら導入されており、令和６年度の負担軽減額は 129 億 6478 万円となった。 

ｃ 資金造成に対する国から機構への直接補助の割合については、平成 15 年度

から補助額の２分の１を限度とした国庫債務負担行為を含む方式により行わ

れていたが、近年は国の予算措置の額により変動している。 

また、道府県からの補助は、農産局長が定める割合の道府県債務負担行為を

含む方式により行われている。 

令和６年度事業の資金造成額のうち、国庫債務負担行為は 552 億 6618 万円

（52.9％）、道府県債務負担行為（北海道、福島県、茨城県、長野県、兵庫県及

び熊本県）は 23 億 499 万円（2.2％）となった（表 26）。 

       
表 26 資金造成額とその内訳 

                                              （単位：千円、％） 

    注：「負担軽減後事業資金造成総額」には、追加造成分は含まれていない。  
 

指定野菜別に資金造成額を見ると、トマトが 207 億 6440 万円（資金造成額に

占める割合 19.9％）で最も多く、次いで、キャベツ 128 億 2940 万円（同 12.3％）、

きゅうり 123 億 2897 万円（同 11.8％）、レタス 115 億 4015 万円（同 11.0％）、

たまねぎ 102 億 8872 万円（同 9.8％）等となった。 

 

 年度 令和５年度 令和６年度 

内訳  金額 構成比 金額 構成比 

資金造成額 109,283,880 100.0 104,462,897 100.0 

内訳 

現金 36,117,305 33.0 33,926,944 32.5 

国庫債務負担行為 57,322,118 52.5 55,266,184 52.9 

道府県債務負担行為 2,320,012 2.1 2,304,993 2.2 

軽減額 13,524,445 12.4 12,964,776 12.4 

負担軽減後事業資金造成 

総額 
95,759,435 87.6 91,498,121 87.6 
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（イ）種別及び対象出荷期間別の資金造成額 

種別及び対象出荷期間別の資金造成額を見ると、夏秋キャベツ（７～10 月）

が 56 億 2885 万円（資金造成額に占める割合 5.4％）で最も多く、次いで、冬

春トマト（３～４月）45 億 973 万円（同 4.3％）、夏秋トマト（７～９月）41 億

458 万円（同 3.9％）、冬春トマト（５～６月）39 億 6234 万円（同 3.8％）、た

まねぎ（即売）（８～12 月）38 億 6468 万円（同 3.7％）等となった（図 13）。 

また、前年度からの伸び率は、たまねぎ（即売）（１～４月）が対前年度比 7.4％

増（対前年度１億 9451 万円増加の 28 億 1432 万円）と最も高く、次いで、ばれ

いしょ（即売）（１～３月）が同 3.6％増（対前年度 446 万円増加の１億 2996 万

円）、秋冬さといも（１月～３月）が同 3.5％増（対前年度 335 万円増加の 9840

万円）、ほうれんそう（10～12 月）が同 2.4％増（対前年度 1838 万円増加の７

億 8547 万円）、秋冬さといも（10～12 月）が同 2.1％増（対前年度 432 万円増

加の２億 1320 万円）等となった。 

 

（ウ）登録出荷団体別の資金造成額 

登録出荷団体別に資金造成額を見ると、冬春トマト、夏秋トマト等の主産

地である熊本県経済連が 121 億 4188 万円で最も多く、次いで、たまねぎ等の

主産地であるホクレンが 101 億 3949 万円、夏秋キャベツ、夏秋レタス、冬春

きゅうり等の主産地である全農群馬県本部が 91 億 902 万円、秋冬だいこん、

冬にんじん、冬キャベツ等の主産地である全農千葉県本部が 74 億 9342 万

円、夏秋レタス、夏はくさい及び夏秋キャベツの主産地である全農長野県本

部が 72 億 840 万円の順となった。 
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図 12 種別及び対象出荷期間別の交付予約数量（上位 50 区分）  
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図 13 種別及び対象出荷期間別の資金造成額（上位 50 区分）  
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（２）価格差補給交付金等の交付 

ア 平均販売価額等の算定  

価格差補給交付金又は価格差補給金（以下「価格差補給交付金等」という。）の交

付の基礎となる平均販売価額、出荷数量、交付金単価等の算定は、登録出荷団体又

は登録生産者（以下「登録出荷団体等」という。）から対象市場に委託出荷された指

定野菜について、仕切データを基にして、業務区分ごと旬（又は月）ごとに行われ

る。 

令和６年度中に対象出荷期間が始まった対象野菜においては、256 万件の仕切デ

ータにより平均販売価額等の算定を行った。 

 

イ 価格差補給交付金等の交付額 

（ア）価格差補給交付金等の交付総額 

ａ 令和６年度事業における価格差補給交付金等の交付総額は、10 億 7026 万円

（うち一般補給交付金等 10 億 2921 万円、特別補給交付金等 4105 万円）で、資

金造成額に対する交付額の比率（交付率）は 1.0％（前年度 7.5％）となった

（表 27）。 

ｂ 指定野菜別に交付額を見ると、レタスが６億 1720 万円で最も多く、次いで、

トマト２億 6006 万円、にんじん 7083 万円等となった。 

また、交付率は、レタスが 5.3％と最も高く、次いで、トマト 1.3％、なす

1.0％等となった（表 27）。 

 

（イ）種別及び対象出荷期間別の交付額 

種別及び対象出荷期間別に交付額を見ると、夏秋レタス（６～７月）の２億

7676 万円が最も多く、次いで、夏秋レタス（８～10 月）の２億 6831 万円、冬

春トマト（ミニトマト）（３～４月）の２億 3986 万円等となった。 

一方、交付率は、夏秋レタス（６～７月）18.1％、冬春トマト（ミニトマト）

11.2％、夏秋レタス（８～10 月）の 11.1％の順となった（表 27）。 

 

（ウ）登録出荷団体等別の交付額 

登録出荷団体等別に交付額を見ると、主に夏秋レタスを中心に交付された全

農長野県本部が４億3963万円と最も多くなった。次いで、主に夏秋レタスで交

付された全農群馬県本部１億9585万円、主に冬春トマト（ミニトマト）で交付

された熊本県経済連が１億8868万円の順となり、これら３団体で全体の約８割

を占めた（表28）。 

 

ウ 計画出荷の認定に係る価格差補給交付金等の交付状況等 

  価格差補給交付金等は、一般補給交付金等と特別補給交付金等に区分され、特別

補給交付金等は、対象野菜の出荷実績がほぼ供給計画どおりとなった場合に、一般

補給交付金等の金額に加算して交付される仕組みとなっている。 

  また、一般補給交付金等は、出荷実績数量と供給計画数量との乖離の度合い（６

段階）に応じて、一部を減額して交付される。 
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  令和２年度８月申込期限の業務区分から、乖離の度合いの認定の方式が、業務区

分単位から対象出荷期間ごとの種別単位に変更された。また、これまで重要・調整

野菜と、一般指定野菜の乖離の度合いの認定区分とそれに応じた交付率は異なって

いたが、すべての指定野菜の乖離の度合いの認定区分等が統一された。 

（ア）特別補給交付金等の交付状況 

令和６年度事業は、延べ 62 の登録出荷団体等（以下「団体等」という。）に

対して計 4105 万円の特別補給交付金等が交付された。 

 

（イ）一般補給交付金等の一部交付の状況 

令和６年度事業は、延べ 1517 団体等で一部減額交付となり、減額された金

額は 2069 万円（交付予定額に対する減額率 2.0％）となった。（表 29）。 
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表 27 種別及び対象出荷期間別の価格差補給交付金等交付額（令和６年度事業） 

 

対 象 野 菜 種別 対象出荷期間 資 金 造 成 額 交付金等交付額 交付率 資 金 造 成 額 交付金等交付額 交付率
         （千円）        （千円） （％）          （千円）        （千円）  （％）

キ ャ ベ ツ 4.1～5.15 1,660,187 0 0.0 ね ぎ 4.1～6.30 473,772 46 0.0
5.16～6.30 904,076 2,884 0.3 （　白　） 4.1～6.30 113,768 0 0.0

小　計 2,564,263 2,884 0.1 (　青　) 4.1～6.30 87,734 0 0.0
7.1～10.31 5,619,735 33,363 0.6 （　こねぎ　） 4.1～6.30 82,479 0 0.0
10.1～10.31 9,116 0 0.0 小　計 757,753 46 0.0

小　計 5,628,851 33,363 0.6 7.1～9.30 755,366 3,910 0.5
11.1～12.31 1,411,108 0 0.0 （　白　） 7.1～9.30 170,682 519 0.3
1.1～3.31 3,225,175 0 0.0 (　青　) 7.1～9.30 125,966 3,814 3.0
小　計 4,636,283 0 0.0 （　こねぎ　） 7.1～9.30 56,039 4,688 8.4

計 12,829,397 36,247 0.3 小　計 1,108,053 12,931 1.2
き ゅ う り 7.1～9.30 3,143,631 0 0.0 10.1～12.31 347,988 0 0.0

9.1～9.30 17,572 0 0.0 （　調　製　） 10.1～12.31 647,038 0 0.0
10.1～11.30 1,377,275 0 0.0 （　白　） 10.1～12.31 338,096 0 0.0

小　計 4,538,478 0 0.0 （　白　） 10.1～10.31 789 0 0.0
5.1～6.30 1,861,473 1,732 0.1 （　白　） 11.1～11.30 3,454 0 0.0

11.21～12.31 1,611,202 0 0.0 （　白　） 12.1～12.31 5,724 0 0.0
1.1～2.28 2,121,407 2,503 0.1 (　青　) 10.1～12.31 122,890 0 0.0
3.1～4.30 2,186,948 2,443 0.1 （　こねぎ　） 10.1～12.31 50,523 0 0.0
4.1～4.30 9,458 0 0.0 小　計 1,516,502 0 0.0
小　計 7,790,488 6,678 0.1 1.1～3.31 151,028 0 0.0

計 12,328,966 6,678 0.1 （　調　製　） 1.1～3.31 516,549 0 0.0
さ と い も 6.1～7.31 207 0 0.0 （　白　） 1.1～3.31 196,344 0 0.0

8.1～9.30 15,350 0 0.0 （　白　） 1.1～1.31 4,255 0 0.0
10.1～12.31 213,203 23 0.0 （　白　） 2.1～2.28 4,100 0 0.0
1.1～3.31 98,402 0 0.0 （　白　） 3.1～3.31 5,106 0 0.0

計 327,162 23 0.0 (　青　) 1.1～3.31 105,213 0 0.0
だ い こ ん 春 3.16～6.30 885,112 2,734 0.3 （　こねぎ　） 1.1～3.31 71,067 856 1.2

夏 7.1～9.30 802,587 384 0.0 小　計 1,053,662 856 0.1
10.1～12.31 1,194,447 0 0.0 計 4,435,970 13,833 0.3
1.1～3.31 1,689,970 0 0.0 は く さ い 春 3.16～6.30 453,169 543 0.1
小　計 2,884,417 0 0.0 夏 7.1～8.10 281,494 0 0.0

計 4,572,116 3,118 0.1 8.11～10.15 1,293,196 1,413 0.1
た ま ね ぎ 4.1～4.30 644,521 0 0.0 小　計 1,574,690 1,413 0.1

5.1～6.30 1,667,839 0 0.0 秋冬 10.1～10.31 57,751 0 0.0
8.1～12.31 3,864,679 0 0.0 11.1～12.31 539,155 0 0.0
1.1～4.30 2,805,481 0 0.0 1.1～3.31 768,372 54 0.0
3.1～3.31 8,837 0 0.0 小　計 1,365,278 54 0.0
小　計 8,991,357 0 0.0 計 3,393,137 2,010 0.1

7.1～10.31 1,215,988 0 0.0 ば れ い し ょ 即売 4.1～6.30 1,760,092 0 0.0
7.1～7.31 16,547 0 0.0 1.1～3.31 129,957 0 0.0
小　計 1,232,535 0 0.0 小　計 1,890,049 0 0.0

貯蔵 11.1～12.31 42,327 0 0.0 7.1～9.30 206,928 0 0.0
1.1～3.31 22,500 0 0.0 10.1～12.31 902,926 0 0.0
小　計 64,827 0 0.0 1.1～3.31 789,930 0 0.0

計 10,288,719 0 0.0 小　計 1,899,784 0 0.0
ト マ ト 7.1～9.30 3,223,263 300 0.0 計 3,789,833 0 0.0
（　ミ ニ　） 7.1～9.30 881,315 14,349 1.6 ピ ー マ ン 夏秋 5.16～7.31 452,088 0 0.0

小　計 4,104,578 14,649 0.4 8.1～10.31 919,767 0 0.0
10.1～11.30 1,385,807 0 0.0 小　計 1,371,855 0 0.0

（　ミ ニ　） 10.1～11.30 515,596 0 0.0 冬春 4.1～5.31 1,060,118 0 0.0
小　計 1,901,403 0 0.0 6.1～6.15 155,973 0 0.0

冬春 5.1～6.30 2,192,552 0 0.0 10.21～12.31 976,272 0 0.0
（　ミ ニ　） 5.1～6.30 1,769,787 0 0.0 1.1～3.31 1,873,302 1,106 0.1

小　計 3,962,339 0 0.0 小　計 4,065,665 1,106 0.0
11.21～12.31 1,428,274 0 0.0 計 5,437,520 1,106 0.0

（　ミ ニ　） 11.21～12.31 1,235,320 0 0.0 ほうれんそう 4.1～6.30 325,114 59 0.0
小　計 2,663,594 0 0.0 7.1～9.30 405,153 714 0.2

1.1～1.31 24,509 0 0.0 10.1～12.31 785,471 27 0.0
1.1～2.28 1,848,322 0 0.0 1.1～3.31 372,497 4,814 1.3

（　ミ ニ　） 1.1～2.28 1,749,919 0 0.0 計 1,888,235 5,614 0.3
小　計 3,622,750 0 0.0 レ タ ス 春 4.1～5.31 1,171,381 52,335 4.5

3.1～4.30 2,366,712 5,554 0.2 （　非結球　） 4.1～5.31 361,558 1,260 0.3
（　ミ ニ　） 3.1～4.30 2,143,020 239,858 11.2 小　計 1,532,939 53,595 3.5

小　計 4,509,732 245,412 5.4 夏秋 6.1～7.31 1,527,172 276,762 18.1
計 20,764,396 260,061 1.3 （　非結球　） 6.1～7.31 227,507 4,968 2.2

な す 7.1～9.30 1,229,828 0 0.0 小　計 1,754,679 281,730 16.1
10.1～11.30 279,824 29,333 10.5 8.1～10.31 2,410,303 268,314 11.1

小　計 1,509,652 29,333 1.9 （　非結球　） 8.1～10.31 397,695 481 0.1
5.1～6.30 1,471,989 6,030 0.4 小　計 2,807,998 268,795 9.6

11.21～12.31 500,431 0 0.0 冬 10.16～10.31 122,478 463 0.4
1.1～2.28 719,561 469 0.1 （　非結球　） 10.16～10.31 36,333 0 0.0
3.1～4.30 1,186,564 17,706 1.5 小　計 158,811 463 0.3
小　計 3,878,545 24,205 0.6 11.1～11.30 719,013 0 0.0

計 5,388,197 53,538 1.0 （　非結球　） 11.1～11.30 227,581 0 0.0
に ん じ ん 3.16～5.31 2,226,200 0 0.0 小　計 946,594 0 0.0

5.1～5.31 1,141 0 0.0 12.1～12.31 973,762 0 0.0
6.1～7.31 817,797 0 0.0 （　非結球　） 12.1～12.31 285,351 0 0.0
小　計 3,045,138 0 0.0 小　計 1,259,113 0 0.0

秋 8.1～10.31 1,973,164 70,831 3.6 1.1～2.28 1,628,418 911 0.1
11.1～12.31 981,174 0 0.0 （　非結球　） 1.1～2.28 506,889 0 0.0

（　金 時　） 11.1～12.31 59,085 0 0.0 小　計 2,135,307 911 0.0
（　除金時　） 11.1～12.31 197,533 0 0.0 3.1～3.31 730,515 10,494 1.4

小　計 1,237,792 0 0.0 （　非結球　） 3.1～3.31 214,192 1,211 0.6
1.1～3.31 1,060,872 0 0.0 小　計 944,707 11,705 1.2

（　金 時　） 1.1～3.31 4,199 0 0.0 計 11,540,148 617,199 5.3
（　除金時　） 1.1～3.31 157,936 0 0.0 104,462,897 1,070,258 1.0

小　計 1,223,007 0 0.0
計 7,479,101 70,831 0.9

春

冬

夏秋

夏秋

春

対 象 野 菜 種別 対象出荷期間

秋冬

夏

冬春

総　　　計

秋冬

冬

夏秋

春夏

冬春

夏秋

即売

秋冬
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表 28 登録出荷団体等別の交付金等交付額（令和６年度事業） 

 

 

（単位：千円、％）

登 録 出 荷団 体等 交付金等交付額 交付率 登 録 出 荷団 体等 交付金等交付額 交付率

ホ ク レ ン 43,374 0.4 愛 知 県 経 済 連 28,423 0.4

北 海 道 青果 商協 32,010 2.2 全 農 三 重県 本部 893 0.3

( 北 海 道 計 ) 75,384 0.6 全 農 滋 賀県 本部 0 0.0

全 農 青 森県 本部 2,118 0.1 全 農 京 都府 本部 226 0.6

全 農 岩 手県 本部 7,240 0.5 全 農 大 阪府 本部 0 0.0

全 農 宮 城県 本部 0 0.0 全 農 兵 庫県 本部 427 0.0

全 農 秋 田県 本部 32 0.0 奈 良 県 農 協 500 0.4

全 農 山 形県 本部 407 0.1 和 歌 山 県農 協連 5,466 1.1

全 農 福 島県 本部 3,145 0.1 全 農 鳥 取県 本部 1,123 0.2

全 農 茨 城県 本部 10,074 0.3 島 根 県 農 協 0 0.0

全 農 栃 木県 本部 2,220 0.2 全 農 岡 山県 本部 0 0.0

栃 木 県 開拓 農協 81 0.3 全 農 広 島県 本部 5,706 1.7

( 栃 木 県 計 ) 2,301 0.2 山 口 県 農 協 0 0.0

全 農 群 馬県 本部 195,853 2.2 全 農 徳 島県 本部 5,784 0.2

全 農 埼 玉県 本部 72 0.0 香 川 県 農 協 6,401 0.3

全 農 千 葉県 本部 11,693 0.2 全 農 愛 媛県 本部 1,059 0.1

丸 朝 園 芸 農 協 0 0.0 高 知 県 農 協 24,909 0.7

( 千 葉 県 計 ) 11,693 0.1 全 農 福 岡県 本部 4,417 0.2

全農神奈川県本部 12 0.0 佐 賀 県 農 協 198 0.0

全 農 新 潟県 本部 176 0.1 全 農 長 崎県 本部 5,819 0.2

全 農 富 山県 本部 272 0.2 熊 本 県 経 済 連 188,676 1.6

全 農 石 川県 本部 0 0.0 全 農 大 分県 本部 116 0.0

福 井 県 経 済 連 0 0.0 宮 崎 県 経 済 連 11,597 0.2

全 農 山 梨県 本部 6,201 2.1 鹿 児 島 県経 済連 54 0.0

全 農 長 野県 本部 439,628 6.1 沖 縄 県 農 協 2,030 1.2

全 農 岐 阜県 本部 415 0.0 登 録 出 荷団 体計 1,056,013 1.0

静 岡 県 経 済 連 7,166 0.5 登 録 生 産 者 計 14,245 1.8

総　　　　　計 1,070,258 1.0



９３ 
 

表 29 一般補給交付金等の一部交付の状況（令和６年度事業） 
 

 

 

  

（単位：団体、千円、％）

辞退等に係
るもの

計

① ④ ②

Ａ 2,798 1,861 982,359 - 426 426 981,933 －

Ｂ 1,821 607 23,214 4,652 56 4,708 18,506 20.0

Ｃ 1,688 422
【合計】

26,373 7,920 20 7,940 18,433 30.0

Ｄ 1,050 210 1517 13,358 5,345 0 5,345 8,013 40.0

Ｅ 750 125 2,913 1,457 0 1,457 1,456 50.0

Ｆ 1,071 153 2,186 1,314 6 1,320 866 60.1

計(A) 9,178 1,050,403 20,688 508 21,196 1,029,207 2.0

前年度(B) 2,833 8,051,428 212,285 3,637 215,922 7,835,506 2.6

対前年度比
(A)/(B)

324.0 13.0 9.7 14.0 9.8 13.1 76.9280.8

計画出荷の
認定に係る
もの　③

55.1

18.0

12.5

6.2

3.7

4.5

3,378 100.0

1,203

認定区分

当該登録出荷団体等の一般補給交付金等

③／①

計画出荷
の認定延
べ団体等
数

左のうち
交付金等
対象延べ
団体等数

構 成 比 交付予定額
不 交 付 額

交 付 額
 ①－②
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（３）指定野菜価格安定対策事業に係る資金の収支 

指定野菜価格安定対策事業において、価格差補給交付金等の交付の財源に充てる

資金として、「指定業務資金」（登録出荷団体等の負担金）、「指定助成業務資金」（道

府県野菜価格安定法人の納付金（道府県補助金））及び「指定共通業務資金」（国庫

補助金）がある。 

令和６年度事業末の資金残高は、904 億 2786 万円（国庫・道府県債務負担行為額

575 億 7118 万円を含む。）となった（表 30）。 

これは、令和５年度事業末の資金残高が、876 億 1406 万円（国庫・道府県債務負

担行為額 596 億 4213 万円を含む。）で、令和６年度において、負担金 14 億 4737 万

円、納付金 12 億 7283 万円、補助金 40 億 5700 万円を受け入れるとともに、指定業

務資金及び指定助成業務資金並びに指定共通業務資金の剰余資金を管理する「指定

特別業務資金」から４億 5981 万円を繰り入れる一方で、価格差補給交付金等として

10 億 7026 万円を交付したことによるものである。なお、指定共通業務資金へ繰り

入れるための「指定特別資金」への国庫補助金の繰入れはなかった。 

 

表 30 野菜生産出荷安定資金の収支 
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２ 契約指定野菜安定供給事業に関する業務 

（１）交付予約及び資金の造成 

ア 交付予約数量 

令和６年度事業に係る交付予約については、49 登録出荷団体等から 232 業務区分

の申込みがあり、その交付予約数量は、前年度と比較すると、892 トン増加し、２

万 3130 トン（前年度比 4.0％増）となった（表 31）。 

事業タイプ別に交付予約数量を見ると、価格低落タイプが 2 万 1920 トン（同 3％

増）、出荷調整タイプが 501 トン（同 84%増）、数量確保タイプが 709 トン（同 10％

増）となった。 

種別及び対象出荷期間別に見ると、夏秋キャベツ（７～10 月）が 4265 トン（同

3%増）で最も多く、次いで、冬レタス結球（１～２月）3039 トン（同 20％増）、夏

秋レタス結球（８～10 月）2035 トン（同 8％減）、冬レタス結球（12 月）1750 トン

（同 18％増）等となった。 

道県別では、静岡県 8235 トン（同 2％増）、群馬県 4540 トン（同 3％減）、長野県

4534 トン（同 2％増）、長崎県 2831 トン（同 61％増）、北海道 1200 トン（同増減な

し）等となった。 

イ 資金造成額 

資金造成額は、前年度と比較すると、6730 万円増加して、13 億 2857 万円（前年

度比 5％増）となった。内訳は、価格低落タイプが 11 億 3297 万円、出荷調整タイ

プが 3823 万円、数量確保タイプが１億 5736 万円となった。 

 

（２）生産者補給交付金等の交付 

令和６年度事業における生産者補給交付金等の交付額は前年度と比較すると１億

8283 万円減少し、4169 万円（前年度比 81％減）となった（表 32）。 

事業タイプ別に見ると、価格低落タイプが 2798 万円、出荷調整タイプが 181 万円、

数量確保タイプが 1190 万円となった。 

種別別及び対象出荷期間別の交付額を見ると、夏レタス結球（６～７月）が 850 万

円で最も多く、次いで、夏秋レタス結球（８～10 月）821 万円、冬春きゅうり（５～

６月）647 万円、秋にんじん（８～10 月）496 万円等となった。 

道県別では、長野県 1379 万円、群馬県 767 万円、高知県 647 万円等となった。 
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 表 31 令和６年度契約指定野菜安定供給事業に係る交付予約数量及び資金造成額  

 

 

①事業タイプ別
予約数量（トン） 資金造成額（千円）

価格低落タイプ 21,919.6 1,132,973
出荷調整タイプ 500.9 38,234
数量確保タイプ 709.4 157,358
　　　計 23,129.9 1,328,565

②種別別 （単位：トン、千円）

種別 対象出荷期間 予約数量 資金造成額

夏秋キャベツ 7～ 10月 4,265.0 124,627.0

11～ 12月 750.0 17,346.0

1～ 3月 1,434.6 38,546.0

冬春きゅうり 5～ 6月 100.0 11,368.0

夏だいこん 7～ 9月 60.0 1,819.0

10～ 12月 200.0 4,414.0

1～ 3月 600.0 14,622.0

夏秋トマト
（ミニトマト）

10～ 11月 31.4 6,670.0

5～ 6月 52.0 4,883.0

12月 20.0 2,364.0

1～ 2月 140.0 14,922.0

3～ 4月 52.0 5,559.0

5～ 6月 194.0 31,079.0

12月 94.0 17,064.0

1～ 2月 112.0 21,542.0

3～ 4月 131.0 24,122.0

秋にんじん 8～ 10月 1,200.0 48,312.0

11～ 12月 20.0 677.0

1～ 3月 10.0 354.0

夏ねぎ（白ねぎ（こねぎ
を除く））

7～ 9月 5.0 1,120.0

夏ねぎ（青ねぎ（こねぎ
を除く））

7～ 9月 50.0 7,966.0

10～ 12月 50.0 7,917.0

1～ 3月 50.0 8,099.0

10～ 12月 45.0 4,803.0

1～ 3月 20.0 1,797.0

夏はくさい 8/11～ 9月 300.0 8,484.0

春レタス（結球） 4～ 5月 374.0 24,322.0

春レタス（非結球） 4～ 5月 47.9 4,637.0

6～ 7月 1,635.0 86,145.0

8～ 10月 2,035.0 147,066.0

6～ 7月 175.0 15,282.0

8～ 10月 200.0 21,110.0

11月 1,027.8 52,847.0

12月 1,750.0 113,321.0

1～ 2月 3,038.6 216,603.0

3月 1,308.8 70,234.0

11月 172.4 14,917.0

12月 354.9 32,196.0

1～ 2月 724.9 74,961.0

3月 299.5 24,448.0

計 23,129.9 1,328,565.0

秋冬ねぎ（はく皮して調
製したものに限る。）

夏秋レタス（非結球）

冬レタス（結球）

冬レタス（非結球）

冬キャベツ

秋冬だいこん

冬春トマト
（ミニトマト除）

冬春トマト
（ミニトマト）

夏秋レタス（結球）

冬にんじん

秋冬ねぎ（青ねぎ（こね
ぎを除く））
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③道府県別 （単位：トン、千円）

交付予約数量 資金造成額

北海道 1,200.0 48,312.0
青森県 70.0 4,059.0
群馬県 4,540.0 154,247.0
千葉県 30.0 1,031.0
長野県 4,533.5 280,618.0
静岡県 8,235.4 493,862.0
愛知県 234.0 41,172.0
香川県 222.6 33,017.0
高知県 100.0 11,368.0
長崎県 2,831.0 188,885.0
熊本県 333.4 52,958.0

鹿児島県 800.0 19,036.0
計 23,129.9 1,328,565.0
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表 32 令和６年度契約指定野菜安定供給事業に係る交付金交付額 

 

 
 

①事業タイプ別 （単位：千円）
交付金交付額

価格低落タイプ 27,975
出荷調整タイプ 1,809
数量確保タイプ 11,902
　　　計 41,686

②種別別 （単位：千円）
種別 対象出荷期間 交付金交付額 合計額

夏秋キャベツ 7～10月 4,223.0

11～12月 0.0

1～3月 0.0

冬春きゅうり 5～6月 6,471.0 6,471.0

夏だいこん 7～9月 293.0

10～12月 0.0

1～3月 0.0

夏秋トマト
（ミニトマト）

10～11月 0.0

5～6月 0.0

12月 0.0

1～2月 0.0

3～4月 0.0

5～6月 0.0

12月 0.0

1～2月 0.0

3～4月 843.0

秋にんじん 8～10月 4,963.0

11～12月 0.0

1～3月 0.0

夏ねぎ（白ねぎ（こねぎ
を除く））

7～9月 0.0

夏ねぎ（青ねぎ（こねぎ
を除く））

7～9月 1,302.0

10～12月 1,254.0

1～3月 1,058.0

10～12月 155.0

1～3月 0.0

夏はくさい 8/11～9月 0.0 0.0

春レタス（結球） 4～5月 515.0

春レタス（非結球） 4～5月 514.0

6～7月 8,503.0

8～10月 8,209.0

6～7月 0.0

8～10月 0.0

11月 0.0

12月 0.0

1～2月 0.0

3月 2,936.0

11月 0.0

12月 279.0

1～2月 98.0

3月 70.0

計 41,686.0

冬レタス（非結球）

4,223.0

21,124.0

冬キャベツ

秋冬だいこん

冬春トマト
（ミニトマト除）

冬春トマト
（ミニトマト）

夏秋レタス（結球）

夏秋レタス（非結球）

冬レタス（結球）

293.0

3,769.0

秋冬ねぎ（はく皮して調
製したものに限る）

843.0

冬にんじん
4,963.0

秋冬ねぎ（青ねぎ（こね
ぎを除く））
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③道府県別 （単位：千円）
交付金交付額

北海道 4,963.0
青森県 448.0
群馬県 7,665.0
千葉県 0.0
長野県 13,785.0
静岡県 1,027.0
愛知県 470.0
香川県 4,505.0
高知県 6,471.0
長崎県 2,222.0
熊本県 130.0

鹿児島県 0.0
計 41,686.0
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３ 特定野菜等供給産地育成価格差補給事業に関する業務 

（１）特定野菜事業 

ア 交付予約及び準備金の造成 

令和６年度の交付予約数量は、全体では前年度より約 8098 トン減少して 19 万

6274 トン（前年度比 4.0％減）となった。準備金総額は、前年度に比べ 4 億 8654

万円減少して 127 億 7311 万円（同 3.7％減）となり、国庫負担限度額は 50 億 2694

万円（同 3.9％減）となった（表 33）。 

交付予約数量が前年度と比べ増加した主な品目は、しょうが 1605 トン（同

138.1％増）、みずな 2676 トン（同 23.8％増）、かんしょ 8394 トン（同 3.8％増）

で、減少した主な品目は、ふき 504 トン（同 34.2％減）、さやいんげん 651 トン

（同 18.6％減）、さやえんどう 375 トン（同 17.4％減）となった。 

道府県別に見ると、和歌山県 1945 トン（同 78.4％増）、大分県 4168 トン（同

22.9％増）、佐賀県 3530 トン（同 12.9％増）等で増加し、山形県 360 トン（同

31.9％減）、石川県 4047.1 トン（同 24.6％減）、栃木県 1753 トン（同 23.0％減）

等で減少した。 

 

 

表 33 特定野菜事業総括表    

 
 

イ 価格差補給交付金及び価格差補給助成金の交付額 

（ア）価格差補給交付金及び価格差補給助成金の交付総額 

令和６年度の価格差補給交付金は、前年度より 4 億 1125 万円減の 1 億 1967

万円（交付率 0.9％）となった。このうち、機構から野菜価格安定法人に対し

て交付した価格差補給助成金は、5143 万円（前年度比 76.3％減）となった。 

品目別に交付額を見ると、ブロッコリーの 5707 万円が最も多く、次いでスイ

ートコーンの 1217 万円、みつばの 1043 万円等となった（表 35）。 

また、道府県別に見ると、愛知県の 4658 万円が最も多く、次いで香川県の

1283 万円、茨城県の 1108 万円等となった（表 36）。 

（イ）品目及び対象出荷期間別の交付額 

      品目及び対象出荷期間別に交付額を見ると、ブロッコリー（1～3 月）の 5374

万円が最も多く、次いでスイートコーン（6～7 月）の 1217 万円、こまつな（4

～6 月）の 611 万円等となった。 
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（２）指定野菜事業 

ア 交付予約及び準備金の造成 

令和６年度の交付予約数量は、7 万 9028 トン（前年度比 2.5％減）となった。

準備金総額は、前年度に比べ 1 億 878 万円減少して 41 億 1521 万円（同 2.6％減）

となり、このうち国庫負担限度額は 20 億 5877 万円（同 2.6％減）となった（表

34）。 

交付予約数量が前年度に比べ増加した主な種別は、春はくさい 1690 トン（同

42.0％増）、冬レタス 1252 トン（同 9.2％増）、春キャベツ 10731.2 トン（同 4.4％

増）で、減少した主な種別は、夏だいこん 81 トン（同 44.9％減）、冬春なす 362

トン（同 30.3％減）、ほうれんそう 791.3 トン（同 20.4％減）となった。 

都道府県別に見ると、宮城県 33 トン（同 22.2％増）、岩手県 1781 トン（同 13.1％

増）、福岡県 882 トン（同 9.8％増）等で増加し、福井県 592 トン（同 30.9％減）、

三重県 190 トン（同 29.6％減）、広島県 3063.2 トン（同 19.6％減）等で減少し

た。 

 

表 34 指定野菜事業総括表   

 

 

イ 価格差補給交付金及び価格差補給助成金の交付額 

（ア）価格差補給交付金及び価格差補給助成金の交付総額 

令和６年度の価格差補給交付金は、前年度より 2 億 2797 万円減の 1 億 1720

万円（交付率 2.8％）となった。このうち、機構から野菜価格安定法人に対し

て交付した価格差補給助成金は 5860 万円（前年度比 66.0％減）となった。 

品目別に交付額を見ると、秋にんじんの 2718 万円が最も多く、次いで夏ねぎ

の 2666 万円、冬レタスの 1553 万円等となった（表 37）。 

また、都道府県別には、青森県の 2721 万円が最も多く、次いで長崎県の 2423

万円、大分県の 2001 万円等となった（表 38）。 

（イ）種別及び対象出荷期間別の交付額 

種別及び対象出荷期間別に交付額を見ると、秋にんじん（8～10 月）の 2718

万円が最も多く、次いで夏ねぎ（白）（7～9 月）の 1982 万円、冬レタス（1～2

月）の 1039 万円等となった。 
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表 35 令和６年度特定野菜等別事業実施状況（特定野菜事業）  

 



１０４ 
 

 

表 36 令和６年度道府県別事業実施状況（特定野菜事業）    
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表 37 令和６年度特定野菜等別事業実施状況（指定野菜事業）
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表 38 令和６年度都道府県別事業実施状況（指定野菜事業）  
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４ 契約特定野菜等安定供給促進事業に関する業務 

（１）交付予約及び準備金の造成 

令和６年度の交付予約数量は、３県野菜価格安定法人、７業務区分の 1194.0 トン

（前年度比 7％増）となり、内訳は価格低落タイプが 618 トン、出荷調整タイプが 48.0

トン、数量確保タイプが 528 トンとなった（表 39）。 

県別及び種別では、青森県のごぼう 650 トン、同県のにんにくが 28 トン、愛知県の

夏秋なすが 130 トン、長崎県の春レタス結球が 386 トン、準備金総額は、それぞれ

4666 万円、3296 万円、1145 万円、2235 万円となった。 

 

（２）契約特定野菜等安定供給促進助成金の交付 

令和６年度の価格差補給交付金等の交付額は 14 万円、うち助成金額は 5 万円、出荷

調整補給交付金の交付額は 13 万円、うち助成金額は 4 万円、数量確保費用交付金の交

付額は 1748 万円、うち助成金額は 583 万円であった（表 40）。 

県別及び種別の内訳は、青森県のごぼうが交付金額 897 万円、助成金額 299 万円、

同県のにんにくが交付額 850 万円、助成金額 283 万円長崎県の春レタス結球が交付金

額 27 万円、助成金額 9 万円となった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 39 令和６年度契約特定野菜等安定供給促進事業に係る交付予約数量及び資金造成額  

 

 

 

①事業タイプ別 （単位：トン、千円）

タイプ 交付予約数量 準備金総額

価格低落 618.0 36,855

出荷調整 48.0 5,352

数量確保 528.0 71,212

合計 1,194.0 113,419

②種別別 （単位：トン、千円）

種別 対象出荷期間 予約数量 準備金総額

春レタス（結球） 4～5月 386.0 22,353

夏秋なす 7～9月 130.0 11,447

ごぼう 10～12月 650.0 46,658

にんにく 10～12月 14.0 21,974

にんにく 1～2月 14.0 10,987

1,194.0 113,419合計

③道府県別 （単位：トン、千円）

予約数量 準備金総額

青森県 678.0 79,619

愛知県 130.0 11,447

長崎県 386.0 22,353

合計 1,194.0 113,419
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  表 40 令和６年度契約特定野菜等安定供給促進事業に係る価格差補給交付金等金額  

及び助成金額 

 

 

 

①事業タイプ別 （単位：千円）

タイプ 交付金交付額 助成金額

価格低落 135 45

出荷調整 132 44

数量確保 17,477 5,826

合計 17,744 5,915

②種別別 （単位：千円）

種別 対象出荷期間 交付金交付額 助成金額

春レタス（結球） 4～5月 267 89

ごぼう 10～12月 8,977 2,992

にんにく 1～2月 8,500 2,833

17,744 5,915合計

③道府県別 （単位：千円）

交付金交付額 助成金額

青森県 17,477 5,826

長崎県 267 89

合計 17,744 5,915
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５ セーフティネット対策 

農業災害補償法（昭和 22 年法律第 185 号）が農業保険法に改められ、平成 31 年 1 月

より開始された収入保険制度において、令和３年１月から開始された収入保険の新規加

入者を対象とする野菜価格安定制度との同時利用を可能とする特例について、令和５年

11 月 24 日に農林水産省が、新たな特例対象者は令和６年に収入保険へ新規加入した者

までとし、令和３年に収入保険に加入した者は令和５年までで同時利用可能期間が終了

する等の方針を公表した。このため、令和３年１月に収入保険に加入した者は令和５年

12 月末日までにいずれかの制度を選択する必要に迫られることになったため、現場が混

乱しないよう周知するとともに、交付予約数量の減少又は交付予約の解約に係る申込期

限を前年より長く延長することとし、当該期限延長のため業務方法書実施細則の一部改

正を行った。 

 

６ 野菜農業振興事業に対する補助業務 

（１）契約野菜収入確保モデル事業 

この事業は、契約取引に伴って生じるリスクに対するセーフティネット支援をモデ

ル的に実施するものであり、野菜生産者が作柄不良に備え、契約数量以上に余裕作付

を行い、価格低落時に対象野菜の出荷調整を行った場合に補填を受けられるタイプ（出

荷調整タイプ）、中間事業者を対象に、契約数量の確保のために市場等から対象野菜を

調達した場合に補填を受けられるタイプ（数量確保タイプ）を実施している。 

令和６年度は、２回の公募を実施し、合わせて 10 事業実施主体の 33 契約について

採択し、６事業実施主体（10 契約）に対し 623 万 9154 円の交付金を交付した。 

 

（２）大規模契約栽培産地育成強化事業 

  ア 大規模契約栽培産地育成強化推進事業 

この事業は、輸入からのシェア奪還を見据え、国内産が需要に応えきれていない

品目や作型の作付拡大等を推進するため、大規模面積で実需者との契約栽培に取り

組む取組主体に対し、定額の面積払いにより支援するものである。 

令和６年度は、採択した 15 案件のうち 14 案件に対し、６億 7350 万円の補助金を

交付した。残 1 案件については、取組主体からの申請により、事業を廃止した。 

 

  イ 大規模契約栽培産地育成強化支援事業 

この事業は、アの事業の効率的かつ円滑な実施を図るために、機構又は野菜価格

安定法人が必要な取組を実施するとともに、当該野菜価格安定法人の取組に要する

経費について機構が補助するものである。 

令和６年度は、６野菜価格安定法人に対し、1081 万 3239 円の補助金を交付した。 

 

７ その他 

当機構が実施している契約野菜安定供給事業及び契約野菜収入確保モデル事業につい

て、事業を実施するに当たり、機構は交付金交付の判断基準となる平均取引価額の算定

を行っているが、平成 22 年４月以降、消費税相当額を除いた価額で公表すべきところ、

消費税相当額を含む価額で公表していたことが令和５年度に確認された。  
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平均取引価額の算定誤りによって生じた追加交付などの取扱いについて、国等の関係

機関と協議を行い、令和６年度に方針が決定された。  
当該方針に従い、令和６年度において、交付金が過少交付となっていた事業利用者に

対して、１億 1909 万円 (45 者 )に追加交付を行い、また、交付金が過大交付となっていた

事業利用者からは、145 万円 (４者 )の返納があった。  


